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■ 鳥取県国民健康保険団体連合会の取組
　鳥取県国民健康保険団体連合会（以下：本会）は、令和元年５月に鳥取県及び鳥取大学と県民
の健康寿命延伸を目的とした連携協定を締結し、医療・健診・介護等のビッグデータの研究に取り
組んできました。
　さらなる取組の推進を図るため、令和２年７月に「健康・医療データ分析センター」を設置し、
ビッグデータの保管とデータ分析のノウハウの構築を行っています。
　さらに、より専門的な知見を踏まえたデータ分析を行い、効果的・効率的な事業展開の実施を
支援するため、県内の産・官・学が連携した「健康・医療データ等共同分析会議」を立ち上げて県民
の健康寿命延伸に向けた取組を行っています。

■ 健康・医療データ分析センター 概要図

医　療
データ

健診・検診
データ

主治医
意見書

住民
アンケート

介　護
データ

KDBシステムデータ・住民アンケート 等の蓄積

健康・医療データ等共同分析会議

【構成員】
○鳥取大学医学部等
○県内国保保険者（※テーマにより随時参加）
○県内民間企業
○鳥取県国保連合会
○アドバイザー（鳥取県医師会、鳥取県薬剤師会等）

連携

ニーズの集約

分析結果の展開
アフターフォロー

ビッグデータ
の保管

ニーズに
寄り添う協働と

アフター
フォロー

県・市町村
●ニーズの提示
●データヘルス
    計画への反映、
    計画の見直し
    ・評価
●分析結果を
    踏まえた
　保健事業の
    実施

国保連合会
●各種データの
　取りまとめ
●データ分析
●課題把握
●保健事業提案 民間企業

●AIを活用した
　プログラム構築
●医学的判断の
　システム化

鳥取大学
●医学的判断に
　基づく分析・検討
●AI活用手法の提示
　と分析結果の検証

専門的な
データ

活用技術

医学的
判断に基づく

エビデンス

国 保 連 合 会

健康・医療データ分析センター

C O N T E N T S

03  鳥取県国民健康保険団体連合会の取組

04  健康・医療データ分析センターの取組紹介

05  Q＆A

06  分析メニュー

07  医療費等統計
　  ●基礎統計、疾病分類別医療費統計で課題を明らかに

08  ●地域特性分析で各地区の課題を明らかに

09  ●高額レセプト分析で医療費の適正化へ
　  ●健診異常値未受診者分析で受診勧奨の取組強化へ

10 ●医科・歯科分析で隠れた病気との因果関係を明らかに
　 ●ジェネリック医薬品の普及状況を把握し利用促進へ

11  疾病分析
　  ●人工透析分析で重症化予防につながる対象者を抽出

12  ●脳血管疾患分析で新規発症予防・再発予防につながる対象者を抽出

13  ●COPD（慢性閉塞性肺疾患）分析で早期発見・早期治療
　  ●薬剤併用禁忌分析で薬剤使用の適正化へ

14  ●主治医意見書、ニーズ調査などを活用した分析で介護・フレイル予防対策へ

15  ●ロコモティブシンドローム分析で介護予防への連携
　　●精神疾患分析で効果的な発症予防対策へ

16 ●生涯社会保障費の推計から事業効果額を分析
　  ●保健事業の費用対効果分析でより効果的な事業実施へ

17  ●AI を活用した分析で重篤な疾病を事前に予測
　  目指す姿
　  ●県民を巻き込み、県全体で健康づくりを推進するために

鳥取県国民健康保険団体連合会のデータ分析業務
ー 健康・医療データ分析センター ガイドブック ー
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■ 健康・医療データ分析センターの取組紹介
　医療・健診・介護等のデータを活用し、保険者ニーズに応じた分析から、データヘルス計画の作
成や保健事業の提案・支援・評価・効果的な事業の見直しまで一連の事業展開をサポートします。

　基礎分析から特定の疾病、地域の特性等に着目した分析まで、保険者独自のニーズに
対応します。また、分析結果を踏まえた今後の事業提案も行います。

P ニーズに応じた分析・提案

　事業実施による効果や影響を分析し、分析結果について保健事業支援・評価委員会や
専門家からの意見を踏まえた事業評価を行います。

C 効果分析・専門家からの意見を踏まえた事業評価

　効果分析・事業評価に基づき事業の見直しを行うとともに、専門家からの助言をもと
に、より効果的・効率的な事業の実施に繋げます。

A 効果分析・事業評価に基づく事業の見直し

　データ分析結果やエビデンスを示すだけでなく、豊富な知識を蓄えた在宅等保健師の
会「梨花の会」の保健師が事業実施に携わり、支援する体制も整えています。
　また、事業企画やその後の継続的なアフターフォローを積極的に実施するため、健康・
医療データ等共同分析会議の専門家（以下：専門家）と連携した継続的なサポートや、直
接市町村へ出向くアウトリーチ型支援等を行います。

D 事業実施への協働・アフターフォロー

事業見直しの支援事業見直しの支援 データ分析・事業提案データ分析・事業提案

効果分析・事業評価効果分析・事業評価 実施事業の支援実施事業の支援

PLANACTION

DOCHECK

はい、可能です。
県や他市町村と比較した分析により、自市町村
の課題の抽出と保健事業に繋げます。

他市町村との比較は
できますか？

Q A

はい、可能です。
自治体や中学校区など、希望される地区単位で
の集計を行い、より詳細に分析します。

地区別での集計は
可能ですか？

Q A

はい、可能です。
複 数 年 度で の 分 析で 、経 年 的 に 課 題と
なっているものを特定します。

複数年度のデータで
経年比較はできますか？

Q A

調査結果を提供いただくことができれば、可
能です。
KDBデータだけでなく、様々なデータ・情報
を組み合わせた分析を行います。
また、データ化されていないアンケート調
査や主治医意見書等のデータ化業務にも
対応します。

A
アンケート調査等の
KDBデータ以外のデータを
使った分析は行えますか？

Q

有効な財源確保もセットで検討します。
例えば、市町村国保ヘルスアップ事業等と
して実施すると、「国民健康保険保険者努力
支援交付金」の対象事業となります。

A
健康づくり事業に
有効な財源はありますか？

Q

こんな要望にも対応します！

まずは本会にお問い合わせください！
データ
分析

保健事業
支援

事業提案
・評価

【お問合せ先】鳥取県国民健康保険団体連合会
                            （健康・医療データ分析センター）
　　　　　　  事業推進課　保健事業担当
　                        TEL：0857-20-3682
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容
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紹
介●基礎統計、疾病分類別医療費統計で課題を明らかに

■ 医療費等統計フロー図

　医療の情報から、対象保険者の課題と対策が重要な対象群を明確にするため、入院外
来別、疾病別、性・年齢階層別に医療費、患者数等を集計し、全体像を明らかにします。

【イメージ図】

■ 分析メニュー
基礎統計

●人口構成
●性別・年齢階層別被保険者構成
●出生率、死亡率
●平均寿命
●高齢化率
●地域特性分析

基礎統計

●疾病別医療費分析
●高額レセプトの疾病傾向分析
●健診異常値未受診者分析
●医科・歯科分析
●受診行動適正化事業（重複・頻回受診分析）
●薬剤の重複・多剤分析
●ジェネリック医薬品の利用促進事業

医療費適正化

………   P7～10

《疾 病 分 析》

●特定健診・特定保健指導実施状況
●特定健診・特定保健指導対象者の有病状況
●特定健診・特定保健指導の実施対象者抽出
●特定健診・特定保健指導の効果分析

特定健診・特定保健指導

●がん検診受診率向上事業
●がんの部位別分析

がん

●精神疾患発症予防分析
●精神疾患医療費分析

精神疾患
●人工透析分析
●糖尿病性腎症重症化予防事業
●脳血管疾患、
　心疾患発症予防・再発予防分析
●COPD（慢性閉塞性肺疾患）早期発見
●健康状態不明者分析
●薬剤併用禁忌防止事業

重症化予防

●ロコモティブシンドローム、
　フレイル分析
●認知症分析
●骨折、骨粗鬆症分析

介護・フレイル予防

………   P11～17

●生涯社会保障費の推計
●保健事業の費用対効果分析

効果検証

●疾病の将来予測

AI 分析

統計学の
専門的知見

統計項目や
手法の決定

・経年比較
・地区別統計
・性別、年齢階層別統計
・医療、健診受診状況統計
・特定健診結果統計
・医療受診履歴追跡
・処方薬剤統計　　　　等

・現状の確認
・課題の発掘
・保健事業ターゲットの把握
・着目する疾病の検討
・受診行動適正化（医療費適正化）
・医療、健診受診勧奨

医療
データ 健診

データ 介護
データ

（例）
・被保険者数、レセプト件数、医療費
・疾病別患者数、1人当たり医療費
・健診受診後の医療受診行動
・要介護者認定者数　　　　等

各データを組み合わせて統計

報告書

対象者
リスト



基礎統計 医療費適正化《医療費等統計》
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　地区別に医療・健診・介護などのデータを分析することにより地区単位、圏域単位の傾向
や課題を明らかにします。
　また、各地区の特徴をマップ化し可視化することで、地域住民への説明にも活用しやすい
資料を作成します。

●地域特性分析で各地区の課題を明らかに

【イメージ図】

　疾病重症化のリスクを抱える者に対する早期介入に繋げるため、特定健診の結果で異常
値が判明し、医療への早期受診が必要であるにも関わらず、受診勧奨を行っても医療機関
への受診を行わない者（異常値未受診者）の状況を明らかにします。

●健診異常値未受診者分析で受診勧奨の取組強化へ

【イメージ図】

【受診勧奨判定値を超えている者への受診勧奨】
特定健診の結果、受診勧奨判定値以上の者について、医療機関への受診に繋げるために勧奨を行
う事業

【生活習慣病重症化予防における保健指導】
特定健診の結果やレセプト情報等を活用して、生活習慣病の被保険者やその家族等の生活習慣等
を把握し、心身の特性の変化、ライフステージ等に応じた保健指導や受診勧奨を行う事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

年齢階層別の医療受診状況（男性）

　疾病の重症化予防と医療費の適正化に繋げるため、医科レセプトの分析から高額な医療
費がかかっている対象群を明らかにします。

●高額レセプト分析で医療費の適正化へ

【イメージ図】



医療費適正化《医療費等統計》
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重症化予防《疾病分析》

●人工透析分析で重症化予防につながる対象者を抽出

■ 疾病分析フロー図

　人工透析導入の主な要因である糖尿病性腎症の分析に加え、糖尿病患者ではないもの
の腎機能や血圧に関する数値が悪化している者にも着目した分析を行い、腎機能低下の
リスクを持つ対象群を明らかにします。
　また将来、人工透析導入のハイリス
ク者をリストアップし、個人単位で保健
事業対象者を絞り込むことで、効果的
なハイリスクアプローチに繋げます。

　人工透析の導入は生活習慣病の重症化が主な要因で、治療には非常に高額な医療
費がかかることから、人工透析の予防と効果的な保健事業を実施するため、人工透析
患者の健診・医療の状況を分析し傾向を明らかにします。

【イメージ図】

【イメージ図】

【糖尿病性腎症重症化予防】
糖尿病性腎症の患者であって、生活習慣の改善により重症化の予防が期待される者（人工透析
導入前段階の者）に対して、市町村が医療機関等と連携して実施する予防事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

分析を
実施する

疾患の特定

・患者の疾病と健診結果等の追跡分析
・併存する疾病同士の相関分析
・患者と非患者の生活習慣相違分析
・疾病の発症リスク傾向分析
・要介護リスク分析
・事業参加者と非参加者の比較分析
・AIによる疾病の発症予測

・疾病の予防教育、保健指導
　（ポピュレーションアプローチ）

・生活習慣病重症化予防
・疾病の罹患リスクを抱えた者へ
　のハイリスクアプローチ

・介護予防事業
・保健事業効果分析、評価

医療
データ 健診

データ 介護
データ

（例）
・患者の過去の医療・健診状況
・患者の併存疾患や生活習慣
・要介護の要因疾患

必要に応じてシステム外から取得する
情報をいただき、分析に活用します。

（例）
・住民調査、アンケート
・介護保険主治医意見書
・保険者で実施した事業実績
・国や県の統計　　　　　等

各データを組み合わせて分析

【医学的知見】
　・疾病の発生機序
　・疾病の重症度分類
　・疾病と疾病、疾病と薬剤の相関
　・ハイリスク要因の分析

【ICT技術】
　・ビッグデータの活用技術
　・AIのプログラム構築、運用

専門的知見の追加

報告書

対象者
リスト

他情報

　歯科疾患と全身の疾患は深く関係していることが知られていますが、医療受診に比べ、
歯科に定期的に受診している人は少ないことから、歯科受診と口腔ケアの重要性を示す
ため、歯科の受診状況と医科の医療費の関係性について明らかにします。

●医科・歯科分析で隠れた病気との因果関係を明らかに

【イメージ図】

【歯科にかかる保健事業】
歯科に係る在宅ケアや歯科保健の向上を推進する歯科保健指導事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

　ジェネリック医薬品の普及により医療費削減が期待できることから、県・圏域・市町
村単位で普及状況の比較と伸び率の分析を行い、さらなる利用の促進に繋げます。

●ジェネリック医薬品の普及状況を把握し利用促進へ

【イメージ図】



重症化予防《疾病分析》
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●脳血管疾患分析で
　新規発症予防・再発予防につながる対象者を抽出

　さらに、保健事業実施のターゲットを明確にするため、脳卒中入院患者における性別・年齢
層や脳血管疾患の発症と関連する疾患の併存についても明らかにします。
　また、脳卒中の新規発症予防と再発予防に繋げるため、それらのリスクを有する者のリスト
を作成し、効果的な保健指導に繋げます。

　国の統計において死亡率が高く、要介護の主な要因としても挙げられる脳血管疾患は、生
活習慣病の重症化予防が重要となります。脳血管疾患の中でも、死亡率が高く代表的な脳卒
中（くも膜下出血、脳出血、脳梗塞）に着目して医療・健診のデータから分析を行います。

【イメージ図】

【イメージ図】

脳卒中患者の過去
5年間の健診受診状況
（外来患者（3,924人））

【生活習慣病重症化予防における保健指導】
特定健診の結果やレセプト情報等を活用して、生活習慣病の被保険者やその家族等の生活習慣等を
把握し、心身の特性の変化、ライフステージ等に応じた保健指導や受診勧奨を行う事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

　呼吸機能の低下、肺炎や肺がん等の重篤な肺疾患を引き起こす危険性のあるCOPD
患者の状況を、医療・薬剤の情報を用いて分析します。また、複数年度の健診結果等から
新規発症のハイリスク者を抽出し、早期発見・早期治療に繋げます。

●COPD（慢性閉塞性肺疾患）分析で早期発見・早期治療

【イメージ図】

【生活習慣病重症化予防における保健指導】
特定健診の結果やレセプト情報等を活用して、生活習慣病の被保険者やその家族等の生活習慣等
を把握し、心身の特性の変化、ライフステージ等に応じた保健指導や受診勧奨を行う事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

【保健指導】
特定健康診査の結果やレセプト情報、生活状況、就労状況、生活習慣等を把握し、心身の特性の変
化やライフステージ、性差等に応じた保健指導を行う事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

（COPD罹患者の病期ステージ別集計）

　医薬品のうち、同成分を含んだ薬剤の組み合わせを薬剤併用禁忌とし、薬剤師の
専門的知見より、併用の危険性をランク分けすることで、特に有害事象のリスクが高
い医薬品の組み合わせに重点を置いた対象者の抽出を行い、薬剤使用の適正化を
図ります。

●薬剤併用禁忌分析で薬剤使用の適正化へ

【イメージ図】
（該当者リスト）
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精神疾患介護・フレイル予防《疾病分析》

　主治医意見書と医療・介護のデータを結合し、新規要介護認定者の要介護状態を来した原
因疾患を分析し、要介護状態と有意な関連を示す要因を明らかにします。
　また、データ化されていない主治医意見書やニーズ調査等のデータ化業務にも対応します。

●主治医意見書、ニーズ調査などを
　活用した分析で介護・フレイル予防対策へ

【イメージ図】

　疾病の他に生活習慣などの環境因子も要介護・フレイルのリスクとなることから、介護予
防・日常生活圏域ニーズ調査の結果と、医療・介護データを紐づけた分析を行い、効果的な
介護・フレイル予防に繋げます。

【イメージ図】

【保健指導】
特定健康診査の結果やレセプト情報、生活状況、就労状況、生活習慣等を把握し、心身の特性の変化や
ライフステージ、性差等に応じた保健指導を行う事業
【健康づくりを推進する地域活動等】
健康の保持増進、健康意識の向上を図るため、健康づくりに関して被保険者が主体的に参加し、自主的
に健康行動が行えるよう、既存の地区組織と連携して取り組む事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

●ロコモティブシンドローム分析で介護予防への連携

【イメージ図】

要介護状態発生とニーズ調査の関連分析

新規要介護認定者の原因疾患

※オッズ比：ある事象が起こることに対しての関連性を数値で表したもの
　　　　　　数値が大きいほど、その事象の発生と関連が大きいことを示唆する

【保健指導】
特定健康診査の結果やレセプト情報、生活状況、就労状況、生活習慣等を把握し、心身の特性の変化や
ライフステージ、性差等に応じた保健指導を行う事業
【健康づくりを推進する地域活動等】
健康の保持増進、健康意識の向上を図るため、健康づくりに関して被保険者が主体的に参加し、自主的
に健康行動が行えるよう、既存の地区組織と連携して取り組む事業

◆市町村国保ヘルスアップ事業の活用

　発症予防対策が行いにくい精神疾患について、医療費統計と疾病別の分析から、精神疾患患
者の現状・傾向を明らかにすることで、ターゲットを絞った効果的な発症予防対策へ繋げます。

●精神疾患分析で効果的な発症予防対策へ

【イメージ図】

精神疾患性別年齢階層別患者数

　運動器の障害により要介護・フレイルのリスクが高まるロコモティブシンドロームの早期
発見・早期介入に繋げるため、医療・介護データから要介護認定を受けている者の併存疾患
と介護度の状況を明らかにします。
　また、対策を実施するターゲットを明確にするため、要介護度が上がる可能性の高い条件
に一致する者のリストを作成し、効果的なハイリスクアプローチに繋げます。



《疾病分析》 《疾病分析》 AI分析

《目指す姿》
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　効果的・効率的な保健事業実施のため、各市町村で取り組んでいる事業の費用対
効果について、医療・健診等のデータから経年的に分析を行い、事業の評価や見直し
に役立てます。

●保健事業の費用対効果分析で
　より効果的な事業実施へ

（例：保健指導を利用したことにより、糖尿病性腎症の重症化が予防できたと推測される者を抽出し、医療費適正化の効果を推計）

健診
ドック

がん
検診医療 介護

国保連合会（健康・医療データ分析センター)

ビッグデータ

学術研究機関
●健康課題に対する専門的
な知見による具体的かつ
効果的な分析・研究

●分析・研究の成果の公表

被用者保険

●職域における
　健康づくりの取組

協会けんぽ
健保組合
共済組合

県　民
健康意識の醸成
ヘルスリテラシーの

向上

生活習慣
の改善

生活習慣病の
罹患・重症化予防
介護予防

産・官・学が一体となった県全体での健康づくり施策を推進

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
研
究
分
析

結
果
を
提
供
し
ま
す
。

施策の
連携

特
化
し
た
必
要
デ
ー
タ
の
要
求

国保・後期高齢者保険者

●保健指導・健康づくり施策の実施

好事例の横展開

A市町村 B国保組合 C広域連合

研究分析の連携

包
括
連
携
協
定

に
基
づ
く

デ
ー
タ
連
携
・

利
活
用

医療・介護・健診など
のデータを個人ごとに
突合し、ビッグデータ
を生成・保有

鳥取県

●健康づくり施策の調査・研究

健康対策協議会
健康づくり文化創造推進県民会議

健康寿命の
延伸

地
域
特
性
等
の
デ
ー
タ
の
提
供

　質の高い効果的な保健事業促進のため、AIやデジタル技術を活用した分析にも取り
組んでいます。複数年度の健診・医療等の各種データをAIに学習させ、疾病の重症化予防
において着目すべき項目の分析を行います。
　また、過去データ
の学習により糖尿
病や人工透析等の
重篤な疾病にいた
る可能性が高い対
象者を事前に予測
します。

●AIを活用した分析で重篤な疾病を事前に予測

予測結果に
基づく
リスク

アプローチ

ＡＩ
学習

読み込み

疾病の
特徴・傾向解析

及び
将来予測

過去の
健診・医療

データ

現在の
健診・医療

データ

利用者

未利用者

非対象者

33

149

7,133

164,548

127,513

139,870

144,564

183,977

157,876

158,918

200,090

188,032

0

0

0

H30年度保健指導
実施状況 対象者数

1人当たり年間医療費

R1年度 R2年度 R3年度
R3年度

人工透析実施者数

　高額な医療費・介護給付費を伴う疾病に着目し、各疾病に罹患することにより生涯に
発生する生涯社会保障費（医療費・介護給付費）を推計し、各疾病を予防した場合に期待
される効果額を推計することで、効果的な事業実施に役立てます。

●生涯社会保障費の推計から事業効果額を分析

【イメージ図】

【イメージ図】

効果検証

　データ分析によってエビデンスを提示し健康課題を明らかにすることで、市町村
が住民に事業展開する際に、ターゲットを絞った効果的・効率的な支援のサポート
を行い、住民の一層の健康意識の向上を図ることができるよう、市町村と住民を巻き
込んだ健康づくりのポジティブサイクル構築を目指します。

●県民を巻き込み、県全体で健康づくりを推進するために

情報
共有
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